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一般県道中村津戸港線上西工区 開通式 



一般県道中村津戸港線上西工区
 見通しが悪く危険な交差点が生まれ変わりました 道路建設課

上西工区について
一般県道中村津戸港線上西工区（蔵見橋）は、一般国道

４８５号との交差点付近に位置し、周辺には原田こども園や
中条小学校があることから通学路として利用されています。
しかし、歩道が整備されていないことに加え、交通量の多い
国道との交差点は南北に約４０ｍずれている食い違い交差
点であるため、大変見通しが悪く、交通の難所となっていまし
た。
このため、県では平成２４年度から新しい蔵見橋を施工して
食い違い交差点の解消をするとともに周辺道路に歩道を設
置し、安全・安心な道路空間を確保するための工事を進め、
この度蔵見橋を含む延長Ｌ＝７２０ｍの区間が供用を開始し
ました。
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新しい蔵見橋について
蔵見橋は親しまれるシンボルになるように、床版側面の

色彩（明るい黄緑色）を地域の皆様に決定して頂きました。
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事業概要
○事業期間 平成24年度～平成29年度（予定）
○事業費 約620百万円
○事業延長 720ｍ（うち蔵見橋25.7ｍ）
○幅員 車道5.5ｍ（2車線）＋歩道2.5ｍ
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１．概要 

 島根県内の山陰道整備について、事業中区間の更なる事業促進と利活用方策検討のため、関係者の連

携による課題解決を図ることを目的として「島根県山陰道会議（※1）」が開催（※2）されました。 

※1：国土交通省など官民９団体で組織

※2：平成 27年 10 月 23 日の設立会に引き続き第 2回目の開催 

 （１）日 時  平成２８年１０月２７日（木）１０：３０～１２：００ 

（２）場 所  島根県市町村振興センター６F大会議室 

 （３）出席者   ○国土交通省  

中国地方整備局 道路部長、松江国道事務所長、浜田河川国道事務所長 

     ○島根県 

土木部長（代理 土木部技監）、農林水産部次長【林業】、教育長参事【文化財】 

商工労働部次長（代理 商工政策課長） 

○沿線市（副市長） 

出雲市、大田市、江津市（代理 経済部門参事）浜田市、益田市  

         ○民間 

島根県商工会議所連合会交通対策委員長（代理 江津商工会議所副会頭）  

２．会議状況

会議では、中国地方整備局から県内の山陰道整備の状況について説明があり、平成 24年度事業化路線

の用地買収について、県及び沿線市の支援により、進捗率が飛躍的に上がったとの報告がありました。 

また、このほか山陰道の利活用について、県や沿線市から取り組みの紹介が行われ、企業誘致や観光振

興などの産業振興施策を戦略的に展開するためにも、山陰道の早期完成を望む声が多く挙がりました。 

今後も山陰道会議では、山陰道整備によるストック効果の最大化を図るため、事業促進に向けた課題解

決と併せて山陰道の利活用策の検討を行うこととしています。 

※H24 事業化路線 → 湖陵多伎（4.5km） 大田静間（5.0km） 三隅益田道路（15.2km）

平成 27年度末 52% 42% 36% 

平成28年度末見込み 97% 96% 95% 

島根県山陰道会議が開催されました

高速道路推進課

【用地取得率：面積ベース】



※参考）会議資料抜粋【 山陰道の利活用について：島根県作成 】 



※参考）会議資料抜粋【 山陰道の利活用について：島根県作成 】 



※参考）会議資料抜粋【 山陰道の利活用について：島根県作成 】 



※参考）会議資料抜粋【 山陰道の利活用について：島根県作成 】 



１．概要 

 島根県内の今後の道づくり・地域づくりの在り方を

考える意見交換会が開催され、県内の首長や経済団体

の代表ら約 50 人が出席しました。 

  会議では災害時の代替道路確保の観点や、定住促進

や観光振興の観点、地域コミュニティーの観点などか

ら山陰道の早期整備を求める意見が多数挙がりました。 

 （１）日 時  平成２８年１０月２５日（火）１４：３０～ 

（２）場 所  ホテル白鳥（松江市千鳥町 20） 

 （３）主 催  道路整備促進期成同盟会島根県地方協議会（会長：速水雄一 雲南市長） 

         島根県道路利用者会議（会長：三島進 島根県トラック協会会長） 

 （４）出席者  ○道路整備促進期成同盟会島根県地方協議会

松江市、浜田市、出雲市、益田市、大田市、安来市、江津市、雲南市、奥出雲町、飯南町、 

邑南町、津和野町、吉賀町、海士町 

         ○島根県道路利用者会議

島根県トラック協会、島根県舗装協会、島根県土木協会、島根県建設技術協会

         ○経済団体等

島根県商工会議所連合会、島根県商工会連合会、島根経済同友会、島根県道の駅交流会、 

日本青年会議所中国地区島根ブロック協議会、石見臨空ファクトリーパーク立地企業連絡会 

         ○山陰道の早期建設を促進する女性の会 

ゆうひライン女性の会、山陰道（出雲-江津間）早期実現推進協議会女性会会長 

山陰道（温泉津・江津間）の早期建設を促進する女性の会会長 

         ○国土交通省 

道路局環境安全課、中国地方整備局道路部、松江国道事務所、浜田河川国道事務所 

         ○島根県土木部 

２．会議風景

今後の島根の道づくり・地域づくり意見交換会が開催されました 

高速道路推進課 



■ 意見交換会のダイジェスト 

産業振興（雇用・観光）・定住と「道」 

【島根経済同友会 
    代表幹事 久保田 一朗氏】 

産業振興のため、高速道路のミッシン
グリンク解消は不可欠。 
定住促進を図るうえ、若者たちにとっ
て、道の整備は急務。

【益田市長 山本 浩章氏】 

山陰道が繋がることで、特に九州・山口
方面との産業の生産増加が期待される。
高速道路が産業や観光の吸引効果を生
み出す。 

【日本青年会議所中国地区 
 島根ブロック協議会 
       会長 平下 智隆氏】 

インフラの格差が少しあるだけで、
人口・お金が山陽側へ流れている。 

【浜田市長 久保田 章市氏】 

地方創生に取り組むうえで産業の振興は
不可欠であるが、高速道路が繋がってい
ないため物流や誘客が進まない。救急搬
送や災害時の代替道路として山陰道は必
要。 

【ゆうひライン女性の会 
 会長 光永 榮子氏】 

将来の子供、孫のためにも高速道路は
必要。一日も早く安全で安心な道路が
つながるよう私たちも頑張る。

【山陰道(温泉津・江津間)の早期建設を 
促進する女性の会 会長 平下 洋子氏】 

予算の確保は絶対に気が抜けないもの。 
若い人たちへ、地域を巻き込んだかたち
で、道路の認識を引き継いでいく。

【山陰道(出雲-江津間)早期実現推進 
協議会女性会 会長 清水 満利栄氏】 

産業の振興を図るうえで、安全で確実
な交通の確保は重要な課題。石見地方
の人口減少に歯止めには、山陰道の整
備は必要。 

【島根県道の駅交流会 
 事務局長 安部 寿鶴子氏】 

県東部地域では、高速道路の開通で多くの
県外観光客が来店。 
地方創生を行うため、道の駅は産業振興と
地域貢献の役割を担っている

地域コミュニティを結ぶ道路網の実現 

【雲南市長 速水 雄一氏】 

小さな拠点をつなぐ道路は、子供や高齢
者が安心して通れる道路にする必要があ
る。 
小さな拠点を結ぶネットワーク構想の実
現に向け、十分な予算の確保を求める。 

【奥出雲町長 勝田 康則氏】 

幹線道路ネットワークの形成は、公益施設
への移動の効率化を図り、コンパクトシテ
ィを構築するうえで重要。 
県境を越えた医療圏、経済圏の形成のため
にも道路予算の確保をお願いしたい。

【吉賀町長 中谷 勝氏】 

小さな拠点をつくりながら地域を維持し
ていく中山間地域において、拠点を結ぶ
道路の整備は重要。 
道路のネットワークは必要であり、力を
集結していかなければならない。 

道路の安全・安心について 

【島根県舗装協会      
会長 常松 則義氏】 

子供たちの安心した通学路の確保は喫
緊の課題である。 
安全・安心な道路の整備に必要な予算
を確保すること。 

【邑南町長 石橋 良治氏】 

道路の安全・安心について、地域ぐるみで
官民が一体となった監視体制の強化を図
っていく必要がある。 



【道路維持課】

雪への備えは万全ですか？

●冬用タイヤの装着とタイヤチェーンの携行

雪道や凍結した道路で立ち往生する車両の約７割は、冬用タイヤ

未装着が原因です。

なお、タイヤチェーンの装着は、道路沿いにあるチェーン着脱場

や待避所など通行に支障のない安全な場所で行ってください。

●お出かけ前の道路状況の確認

お出かけ前には、道路の交通規制や目的地までの道路状況をご確認ください。

◇島根県道路カメラ情報◇ ◇島根県道路規制情報◇

島根冬期 検索 島根規制 検索

道路の積雪状況をカメラ映像でチェックできます。 道路の通行規制情報がチェックできます。
国や隣接県の道路情報にもリンクし

ています。

拡大すると･･･

今年も雪の季節がやってきました。

※携帯電話用のWebサイト

は

こちら

※スマホ用のWebサイト

は

こちら

「早めに冬用タイヤに交換を！！」

※スマートフォン用、

携帯用のWebサイトはこちら



農地整備課

和田3期地区基幹農道
本地域は、大田市南西部に位置し、水稲を中心に野菜や果樹等が栽培されて

いる地域です。

本農道の整備により、広域的な農産物の輸送の効率化や地域住民の生活道

路としての利用も見込まれ、農村地域の生活環境の改善が期待されます。

また、山陰道の仁摩石見銀山Ｉ Ｃから大田市役所までの最短のアクセス道路と

なり、国道９号線や県道の通行規制時などには迂回路としても利用可能となりま

す。

和田3期地区 基幹農道

対 象 農 道

農 道

国 道

一 般 県 道

主要地方道

市 町 村 道

凡　　　　例

農道を整備することで、

農産物の輸送時間の短縮

や車両の大型化による輸送

の効率化だけでなく、一般

交通の利便性も期待される

よ。

仁摩・石見銀山IC

大田市内へのアクセス



農地整備課

【軽量盛土工】

急峻な地形に道路擁壁を構築するため、擁壁背面に比重0.64t/ のエアミルクを打

設する軽量盛土工法を採用しています。

施工状況紹介

【施工状況】

軽量盛土やアンカー工を施工しています。

【事業概要】

・事 業 名：和田3期地区 農山漁村地域整備交付金

・工 期：平成２１年度～平成３０年度（予定）

・延 長：７１３ｍ

・幅 員：全幅員７．００ｍ、車道幅員５．５０ｍ


